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はじめに 
 埼玉県川口市の鋳物工場は、映画の舞台にも取上

げられ「キューポラのある街」として全国的に知ら

れている。川口の鋳物業は荒川べりに広がり、善光

寺門前町一帯を中心に発展した。これは現在の金山

町周辺に当たる。川口市ではすでに中世末期には鋳

物の製造がなされ、その理由としては次の様なこと

が考えられる。①江戸・東京に隣接し、鋳物製品の

需要が有ったこと。②荒川・芝川から産出する良質

な砂粘土が鋳型の製造に有利であること。③運搬・

労働力の面でも恵まれていたこと。こうして地場産

業に有利な立地条件が鋳物工業を川口に定着・発展

させてきた。 

本稿は、川口市の地場産業である鋳物工場の分布

の変遷を考察し、鋳物工業の技術革新が川口の町並

み形成にどのような影響を与えたのかを明らかにし

ていくことを目的としている。 

 

 調査方法 
 川口市の鋳物工場の分布を明らかにするために次

の資料を用いる。 

1) 明治35年 川口町略図（川口市史） 

2) 昭和５年 川口市内地図（地図に刻まれた歴史と

景観：新人住来社） 

3) 大正 10～昭和７年頃の金山町の町並み（川口市

民俗調査報告書第3集：川口市教育委員会） 

4) 平成１7年 金山町住宅地図（ゼンリン住宅地図） 

5) 川口市近代建築物調査表（日本大学生産工学部建

築工学科藤谷研究室） 

 

上記の資料①②③より、鋳物工場と川口の町並み、

特に金山町を中心としてどのように変遷を経てきた

か読み取る。また資料③と④を比較し、川口鋳物に

関係する文献と現地調査、更に日本大学生産工学部

建築工学科藤谷研究室で平成 13 年から関わってい

る「川口市近代建築物調査」に基づく分布リスト（資

料⑤）より、鋳物工場の分布状況と町並みの変遷に

ついて考察していく。 

 

川口鋳物と町並みの関係性 
１．産地分業体制の形成 

 明治元年に「商法大意」により、同業者数や商取

引慣行を規定してきた「株仲間」が、川口市におい

ても廃止された。これにより川口鋳物では営業権の

自由が認められ、自由な環境の元で鋳物の生産がで

きるようになった。また日清・日露戦争を契機に、

川口鋳物は伝統的に手掛けてきた日用品鋳物から土

木建築用鋳物・機械用鋳物へと切り替わり、生産の

効率化が求められた。それまで川口鋳物では工場主

が専門従業者を雇用して、全ての生産工程を工場内

で完結させていた。しかし生産工程が複雑になるに

従って、工場主は作業スペースと手間の効率化を目

的に、それを外部に委託して行なうようになった。

その結果、川口市には鋳物業に関係する多種の専門

職種が生まれた。それらには次のような専門業者が

ある。 

①鋳物工場に請負で所属する専門業者 

焚屋、割屋、鍛冶屋 

②鋳物工場と独立している専門業者 

 『買湯』の職人、機械工場、木型工場、原材料の

専門販売業者 

以上のような専門業者が住み着くことで、川口地

域内には多様な職種を抱える専門業者が集積する地

盤が生まれた。そして地域全体に鋳物製品が生産で

きるシステムが形成されていったことが特色として

あげられる。 

２．工場の規模 

 分業化した川口鋳物業は、鋳物工業・機械工業・

木型工業の3職種に分類できる。表1は各職種の工

場床面積を示したものある。木型工場、機械工場、

鋳物工場の順で工場規模が大きくなっていることが

分かる。 

表1：川口市の工場種類別床面積の割合 

 
（鋳物の町 川口より抜粋） 



Briefing papers of 2nd International Symposium of Technological Innovations in Japan－Collecting experiences and establishing knowledge foundations－ 
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鋳物工場では『吹き』と呼ばれる鉄を溶かす作業

が行なわれ、工場内に吹き上がった鋳造物を置く場

所も必要なため、広い敷地を必要とした。これに対

して木型工場は、職人の住宅内に工場を構える者が

多く、また機械工場では出来上がった鋳造物の組立

て・加工を行なうため、鋳物工場ほど広い面積を必

要としなかった。手工業から機械化へと移り変わる

ことによって、工場規模や併設施設の形態も変化す

る。したがって、現存では表 1 で示す割合も変化し

ている可能性が高い。 

３．大正10～昭和７年頃の金山町の町並み 

表２が示すように、大正･昭和期の金山町では、鋳

物工場・機械工場・鉄工所、木型屋・焚屋・鍛冶屋

等の専門業者が存在し、鋳物製造業の分業化が進ん

でいた。町全体が鋳物製造に関わる生産システムを

整えていた様子をみることができる。またそれ以外

にも飲食店・銭湯など様々な商店が存在し、鋳物業

に関わる職人たちが生活できる賑わいの空間が形成

されていた。 

このように川口市では大正から昭和初期にかけて

鋳物業が日用品から土木・機械の製品部品を取扱う

産業へと発展し、その技術的進展によって鋳物生産

システムを整えた町並みが整備された。川口市にみ

られるように、町の形成は技術の進展と深い関りを

持っており、こうした賑わいや界隈空間は技術と密

接な関係を持って形成されていたことを知ることが

出来る。 
 

表 2：③大正 10～昭和７年頃の金山町の町並みに

おける主な建築軒数 

       
 

現在の金山町（大正10～昭和７年頃の金山町の

町並みとの比較） 
ちなみに③と④を比較すると、金山町の街区は大

正末期から現在まであまり変化していない。しかし

建物については鋳物工場が極端に減り、それらの大

部分はマンション・住宅・駐車場といった施設に変

化してきている。（表4） 

川口市では、「鋳物の町」から「ベットタウン」に

町並みを変えつつあるのが現状であり、一部ではマ

ンションの地下に工場を構え、営業するなど新しい

工場のあり方を模索しているケースもある。 

表3：④平成１7年金山町住宅地図及び⑤川口市近代

建築物調査表における主な建築軒数 

        
 

表4：金山町における工場･マンション軒数の変化 

   
（川口市近代建築物調査表より作成） 

 

まとめ 
①明治期に、営業の自由化と生産性を高めるための

分業化により、地域全体として鋳物製品が生産で

きるシステムが形成された。 

②鋳物業が発達することで、鋳物従事者の生活を支

える商業も発達した。 

③大正から昭和初期にかけて鋳物業が発展し、その

技術的進展により鋳物生産システムを整えた町並

みが整備された。 

④川口市の町並み形態は鋳物業の技術革新と深い関

りを持って形成され、それは日本における産業都

市にも関係する特色である。 

近年になり鋳物工場は減少し、特色ある町並み

が変化している。川口の歴史的な町並みを次世代

に継承していくことが、技術革新領域においても

緊急な課題である。 
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